
　　　　

Hug. 令和8 年 1 月 1 日

8 時 45 分から 17 時 0 分まで

健康・生活

運動・感覚

認知・行動

言語
コミュニケーション

人間関係
社会性

（別添資料１）

事業所名 支援プログラム（参考様式） 作成日（変更日）（児童発達支援・居宅訪問型訪問型児童発達支援・
放課後等デイサービス）

法人（事業所）理念 法人理念：人権尊重・地域福祉・人材育成　　／　　事業所理念：安心できる事業所、体験できる事業所

支援方針

【基本方針】楽しく生きる
・本人、ご家族共に基本的生活習慣を支援していきます。
・「できる力」を大切に育んでいきます。
・環境を常に整えていきます。
・新しい体験、経験ができる機会を積極的に取り入れていきます。
・ご家族、関係機関及び専門職等と情報の共有、支援内容の改善を行ないながら支援していきます。
・地域と関わる機会を積極的にとっていきます。

営業時間 送迎実施の有無 あり（詳細、可否については相談）

支　援　内　容

本
人
支
援

・心身の特性を大切にし、着脱・排せつ・食事などの日常生活動作、習慣の獲得に取り組んでいきます。
・服薬、発作、病状、心身の状態の把握に努めます。
・ご本人及びご家族の生活リズムが整うよう支援していきます。
・車椅子、補助具を適宜使用していきます。

・室内及び戸外での遊びや体験を中心に、「楽しい」と感じられる中で、身体全てを動かす機会を提供していきます。
・自然から得られる感覚を大切にとっていきます。
・心身及び感覚の特性から、使用する道具や補助具、支援方法を、個々に適した物・内容・方法で支援していきます。
・言語や音楽、カード、サインやジェスチャー、匂い、味、スキンシップ刺激を積極的に使用していきます。

・遊び、製作、戸外活動等を通し、ルールの理解へとつなげていきます。
・個々に適した道具の利用、提供方法、環境設定をしていきます。
・身体の反応を汲み取り活かしていきます。
・活動を通して、「自分から〜したい」気持ちにつなげていきます。

・本人と支援者双方が、「伝えること」、「伝わること」を大切にしていきます。
・口が動くよう、笑いや笑顔を積極的に促していきます。
・小さなサイン、動きを汲み取っていきます。
・発声、発語につながるよう模倣、促しに取り組みんでいきます。

・安心して関われる時間、環境作りをしていきます。
・地域の人との関わりを積極的にとっていきます。
・一人あそび、平行遊び、協同遊び、集団遊びなど遊びの発達段階を踏まえながら、機会を提供していきます。
・スタッフは本人の代弁者であることを意識して支援していきます。

主な行事等

・豆まき、ひなまつり、七夕、夏祭り、水遊び、ハロウィン、ミニ遠足、クリスマス
・避難訓練
・地域交流日

家族支援

・個人面談を実施し、家庭での困りごとを共に考えていきます。
（児童発達支援計画の確認、その他随時）
・他の保護者と交流する機会を開催していきます。
・保護者対象の勉強会（言語、心理、歯科等）を開催していきます。
・家族参加行事（年1回、秋のミニ遠足） 移行支援

・希望に応じて、移行先への情報提供や相談に対応します。（幼稚園、保
育園、小学校、放課後等デイサービス、相談支援事業所等）

地域支援・地域連携

・本人に関わる保護者、関係機関と連携して情報を共有しながら支援内容の確
認、検討していきます。
（医療機関例：保健センター・家庭児童相談室・教育相談センター・相談支援事
業所・他の児童福祉関係事業所等）
・地域の住民と関わる機会を散歩、行事等でとっていきます。

職員の質の向上

・虐待防止、身体拘束適正化、感染症・災害時の業務継続計画、衛生管
理・訓練、安全計画研修の他、内部研修を基本毎月1つ以上行います。
・外部研修は随時行い職員で共有していきます。
・専門職（OT、PT、言語、心理、音楽療法等）と連携し、支援内容を随時共
有、検討、改善していきます。
・自己評価・事業所評価を行います。


